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 ●	 白を基調とし、インテリアの一部となるガラス張りの浴室等が設けられたユニバーサルルーム（車椅子使用者用客室）
 ●	デザイン性と利用者への配慮の両立を目指した手すり、金物等の採用

ザ・プリンスギャラリー 東京紀尾井町

■ユニバーサル（車椅子使用者用客室 42㎡）

客室内部
ツインルームの客室内は、窓際の
椅子・テーブルを移動することで、
ベッドへの移乗スペースを確保す
ることが可能となっている。テーブ
ルの高さは70㎝、天板下部のス
ペースは60㎝となっている。

水廻り室
水廻り室出入口は引き戸となっており、前後に高低差はなく、出入口の下部に側溝が設け
られている。洗面台下部に車椅子使用者の膝が入るスペースが確保されている。トイレに
は、ステンレス製のL型手すり及び横手すり、呼出しボタンが設けられている。

シャワー及び浴槽
シャワーバーのあるハンドシャワーは、高さ調整が可能となっている。浴槽には移乗
台、浴槽出入りのためのステンレス製の手すり、呼出しボタンが設けられている。

ユニバーサル客室出入口の避難経路図は、一般客室と比べて低い位置に設けられ
ている。

ユニバーサル客室出入口（室内側） 一般客室出入口（室内側）

140cm60
cm

60cm

ライティング
デスク

クローゼット

棚

荷物置場

約110cm

有効104cm

有効99cm

有効85cm ※2

02

ライティングデスクと
荷物置場
ライティングデスクの下部には、
車椅子使用者の膝が入るスペー
スが確保されている。

※1

※1
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■ デラックスキング（一般客室 42㎡）

ガラス張りの浴室等
浴室等のガラスには、液晶フィルムが組み込まれており、スイッチで透明・不透明を切り替えることが可能となっ
ている。

客室内部
窓際には床から45cm程度の
ソファが設けられている。

■ 情報伝達設備

客室内に用意されたタブレット等
タブレットは、フロントとのメール、客室内の
照明制御等ができるようにシステム構築がさ
れている。［聴覚障害者等対応］

水廻り室
水廻り室出入口の前後に高低差はなく、戸の引手は、有効幅員を確保す
るために、戸の引き残しが不要な形状になっている。洗い場のある浴室に
は、浴槽出入りのための縦手すり、浴槽内立ち座りのための横手すりが
設けられている。シャワーバーのあるハンドシャワーは、高さ調整が可能と
なっている。

90cm

90cm

145cm

100cm

有効85cm

有効
85cm 有効

70cm

有効
70cm

※2

※1

※1 ※1

ライティング
デスク

ソファ

クローゼット

荷物置場

3-1
新
築
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ダイワロイネットホテル銀座
都心のビジネス・観光の拠点として、バリアフリー対応の共用空間・
アクセシブルルーム（車椅子使用者用客室）を提供するホテル

※1

※1※1

※1

ホテル専用エントランス
ホテルには、1階の専用エントランスからアクセス
する。視覚障害者誘導用ブロック（点状ブロック）
が敷設されており、建物に入って右手に設置され
たカメラ付きインターホンで3階のフロントに連絡
することができる。道路上のL字型溝を切り欠くこ
とにより、段差なくアクセスすることができる。

駐車場（地下1階）
車椅子使用者用駐車施設が1か所設けられている。通路に設けられたカメラ付き
インターホンから、3階のフロントに連絡することができる。フロントへは車椅子使
用者対応エレベーターで移動する。

案内表示板
地下駐車場からホテル
のフロント及び客室へ
の誘導サイン及び館内
案内が設けられている。

車椅子使用者対応エレベー
ター出入口（乗場）
3基あるエレベーターのうち1基は
車椅子使用者対応となっている。

エレベーターかご内（車椅子使
用者対応の副操作盤等）
車椅子使用者対応の副操作盤と同
じ高さに、着床階指示のためのカード
リーダ認識部が設けられている。

フロント・ロビー（3階）
1階から3階のフロントへはエレベーターで移動する。

カメラ付きインターホン
サイン表示には、点字及び
英語が併記されている。

■ 共用部

03

施設案内
（英語併記）

カードリーダ
認識部

カメラ付き
インターホン
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客室内部
ベッドを窓際に設けることで、ベッドの手前に車椅子が
回転できるスペースが確保されている。

水廻り室
洗面器の高さは69㎝で、足元にはスペース（高さ：56㎝）が確保されている。内装
材はタイル張り仕上げとなっている。

水廻り室出入口
水廻り室の出入口には3枚片引き戸が
設けられ、前後に高低差はない。

ハンガーフック（高さ：約120㎝）
通常の高い位置のフックのほかに、車椅子使用者
用の高さのものも設けられている。

浮き彫りの客室部屋番号の案
内表示（各階共通）

客室フロアの廊下

フラッシュライト
火災等があった際に、光で知らせるよ
うになっている。

点字を併記した利用案内
［視覚障害者等対応］

浴槽滑り止めマット車椅子（1台）

■ 4階平面図（客室フロア）

■ アクセシブルルーム（車椅子使用者用客室 23㎡）

■ 貸し出し備品等

● 洗練され、落ち着きのあるデザインのアクセシブルルーム（車椅子使用者用客室）

103cm

有効85cm

有効
93cm

アクセシブルルーム
（車椅子使用者用客室）

車椅子使用者対応エレベーター

車椅子使用者用客室は、フロントの直上階である4階の、エレベーター付近に設けられている。

■ 室名表示

浮き彫りの室名表示
客室出入口の扉は、部屋番号が見やすいよ
うに浮き彫りにされている。

※1

※1

※1

※1

3-1
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● スタイリッシュなデザインのユニバーサルルーム（車椅子使用者用客室、一般エリア（5室）及び保安エリア（1室））

■ デラックスツイン（車椅子使用者用客室 29㎡） 客室内部

クローゼット
低い位置からハンガーを掛ける
ことができるように、S字フックを
貸し出している。

呼び出しボタン

客室出入口（室内側）
一般客室はインターホンのみだが、ユニバーサルルームはカ
メラ付であり、室内側のモニターは、床から100㎝の高さに
設けられている。

客室出入口（廊下側）
聴覚障害者用の呼び出しボタンが押されると、貸し出し備品
の回転灯が光るようになっている。

聴覚障害者用
の呼び出しボタ
ン（写真上）とカ
メラ付きインター
ホン（写真下）

トイレ　
L型手すり（一部木調）及びはねあげ式
の手すり、呼び出しボタンが設けられて
いる。

洗面台
洗面器の下部には、車いす使用者の膝
が入るスペースが確保されている。

浴槽及び手すり
移乗台、浴槽での立ち座り姿勢を保持
するための手すり、浴槽出入りのための
手すりが設けられている。

シャワー
シャワーはハンドシャワーと天井への固定シャワーであり、浴槽に入
らずにシャワー浴が可能となっている。ハンドシャワーのシャワーヘッ
ドは、バーに沿ってスライドし、高さが調節できるようになっている。

有効85cm

有効85cm

80cm

120cm

64
00

5050
フラッシュライト
インターホンが押される
と、フラッシュライトが光
るようになっている。

3-1
新
築
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ホテルグランヴィア京都
京都駅に直結した観光・ビジネスの拠点として、

「ユニバーサルサービス」の充実を図ったシティホテル

所在地 京都府京都市下京区烏丸通塩小路下ル JR京都駅中央口

建築主 西日本旅客鉄道株式会社、京都駅ビル開発株式会社

設計者

全体　：原広司＋アトリエ・ファイ建築研究所
ホテル部内装設備設計：株式会社山下設計
改修設計：（2007年～2009年）株式会社山下設計

（2017年～2020年）株式会社安井建築設計事務所

構　造 鉄骨造、鉄筋コンクリート造

階　数 地下3階地上16階（ホテル部）12階（百貨店部）塔屋1階

竣工年 1997年（改修年：2007年～2009年、2017年～2020年）

建築面積 32,351㎡

延床面積 237,689㎡　ホテル専有部：69,890㎡

客室数 537室（うち車椅子使用者用客室：6室）

付帯施設 宴会場、レストラン、バー、プール・フィットネス、美
容室、エステサロン、診療所等

計画概要

JR京都駅に直結した観光・ビジネスの拠点となるシティ
ホテルである。
2階にホテルメインロビー、3～7階には宴会場等の共用
空間が設けられ、7～12階には客室が設けられている。
ユニバーサルルーム（車椅子使用者用客室6室）は、7
～12階の各階の南エレベーターから近い同位置に、1
室ずつ設けられている。
社内チームが結成され、貸し出し備品の充実や有資格
者の配置等、「ユニバーサルサービス」と名付けたソフト
面の工夫が継続的に行われている。

フロント
一般的な高さのカウンター
の横に、いすに座って利用
できるカウンターが設けられ
ている。（高さ70㎝、天板下
部57㎝）

ロビーラウンジ出入口
ロビーラウンジの床は、フロ
ント部より一段高くなってい
たので、改修により、出入
口の段の横に傾斜路が設
けられた。

エスカレーター（M3階）
京都駅南北自由通路に面する
M3階エントランスには、車椅
子使用者対応のエスカレーター
（踏段3枚を同一の面に保ちな
がら昇降を行うエスカレーター）
が設けられている。車椅子使用
者が利用する際には、呼出しボ
タンでフロントを呼び出す必要
がある。

車椅子使用者対応
エレベーター（1-2階）
車寄せ（1階）からメインエ
ントランス（2階）には、エ
レベーターでアクセスが
可能となっている（2008
年改修時に増設）

■ フロント階（２階）

車寄せ（１階）

■ 共用部

※1	 ホテルグランヴィア京都（「営業のご案内」パンレットより）
	 資料に一部加筆
※2	 株式会社山下設計提供　資料に一部加筆等

05
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エレベーター内部
エレベーター内部には、非常時用の備品を収納した
ベンチが設けられている。

アルコーブの設けられた客室フロアの廊下南エレベーターホール（8階）

■ 基準階平面図（客室フロア）

■ 2階、M3階平面図（共用部）

ユニバーサルルーム（車椅子使用者用客室）は、7～12
階の各階の南エレベーターから近い同じ位置に1室ずつ
（計6室）設けられている。

※1

※1

ユニバーサルルーム（車椅子使用者用客室）
車椅子使用者対応エレベーター

地下駐車場階とフロント階、客室階を結ぶエレベーター

フロント階と
客室階を結ぶ
車椅子対応
エレベーター

車椅子対応エスカレーター

1 階の車寄せに至るエレベーター

多機能便房

3-1
新
築
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 ●	 各階のエレベーター付近に、ユニバーサルルーム（車椅子使用者用客室・6室）を提供
 ●	 ハード面のバリアフリー対応・改修とあわせて、ソフト面（備品貸し出し、有資格者（ハートフルアドバイザー）の配置等）の対応を実施

ホテルグランヴィア京都

客室内部
ベッドは電動リクライニングベッ
ドとなっている。（2室のみ）
ライティングデスクの高さ：70㎝、
天板下部は60㎝。

呼出しボタン
フロントを呼び出すことが可能となっている。

トイレ
L型手すり及び可動式手す
り（一部木製）が設けられて
いる。（可動式は1室のみ）シャワーフック

水廻り室
水廻り室出入口の前後に高低差はない。浴槽には、移乗
台及び手すり（一部木製）が設けられている。シャワーフック
は、３ヶ所に設けられている。

客室出入口（室外側）
ユニバーサルルームの6室の客室出入
口は、引き戸となっている（5室は改修に
より引き戸を設置）。（カードリーダ認識
部の高さ：94㎝）

クローゼット
ハンガータイプは、受け金物が高い位
置と低い位置（床から100㎝）にあり、高
さを変えることができる。

■ ユニバーサルルーム（車椅子使用者用客室 34㎡）

※2

140cm

127cm
有効
101cm

有効
87cm

150cm

05

呼出しボタン、
内線電話

カードリーダ認識部
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客室内部
ベッド前の通路は、竣工時より170㎝の幅員がある。
（本客室の仕上げ及び家具等は、2018年に改修）

ノックセンサー（全客室貸し出し可）
客室出入口の扉にセンサーを設置し、来客（ノック）等の音に反応し、光と振動でお知らせする。

フラッシュライト（ユニバーサルルーム1室のみ）
来客等があると、フラッシュライトが光るようになっている。

浴室
洗い場のある浴室には、浴槽出入りのための縦手すり、及
び、浴槽内での立ち座りのための横手すりが設けられてい
る。浴槽のエプロンは、浴槽への出入りや立ち上がりをサ
ポートする形状となっている。

屋内信号装置（全客室貸し出し可）
聴覚障害者等に配慮し、来客（ノック）やFAXの着信等を光や振動
でお知らせする機器の貸し出しを行っている。［聴覚障害者等対応］

シャワー用車椅子（1台） 浴槽滑り止めマット、移乗台（4台） 車椅子

振動器

FAX（全客室貸し出し可）
聴覚障害者等に配慮し、フロント等への
連絡手段として貸し出しを行っている。

■ スーペリアツイン（一般客室 34㎡）

■ 案内表示、情報伝達設備、貸し出し備品等

3-1
新
築




